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　北上市春季災害防御訓練は３日、二子小学校周辺で

行われました。この訓練は１日から７日まで行われた

｢平成25年春季全国火災予防運動｣の一環として実施
したもので、北上地区消防組合や北上市消防団、地域

住民など約450人が参加しました。
　今回の訓練は、どこにどんな災害が発生するかを事

前に示さず行われたため本番に近い状況の訓練となり、

参加者たちは真剣な表情でバケツリレーや消火器での

初期消火訓練などに取り組んでいました。

渾
こん

身の力を込めた演舞を披露

　県立北上翔南高等学校鬼剣舞部の文部科学大臣賞受

賞記念公演は２日、さくらホールで行われました。

　この公演は、同校鬼剣舞部が昨年８月に富山県で開

催された第36回全国高校総合文化祭郷土芸能部門に
出場し最優秀賞(文部科学大臣賞)を受賞した記念に行

われたものです。公演の最後に、同文化祭の出場部員

による演目｢一番庭、八人加護ほか組踊り｣が披露され

ると、高校生ながら鍛え抜かれた躍動的で迫力のある

踊りに、観客からたくさんの拍手が送られていました。

文部科学大臣賞受賞記念公演

北上市春季災害防御訓練、二子地区で
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過去の名作をモチーフに

　(財)北上市文化創造と北上市民劇場を盛り上げる会

｢やっぺし｣主催の第36回北上市民劇場｢月の満ちるは
ホーイホイ～ぐず兄ずる兄たんぱら三郎をモチーフに

して～｣は２月23日・24日の両日、さくらホールで開
かれ、２日間で489人の観客が訪れました。今回の舞
台は、新たな一歩を踏み出そうと、過去の名作アンケ

ート１位だった｢第14回ぐず兄ずる兄たんぱら三郎｣
をモチーフに創った物語を熱演。笑いあり涙ありの演

劇に、観客から大きな拍手が送られていました。
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冬のスポーツで交流

　北上市と大船渡市のスキースポーツ少年団のスキー

交流が２月24日、夏油高原スキー場で行われまし
た。この日開催された市民スキー大会に出場した大船

渡の子どもたちに完走賞が贈られたほか、大会終了後

は、昼食会などで交流を深めていました。

　この交流は、活動を再開した大船渡市スキースポー

ツ少年団の支援と両市のスキー交流を活発にしよう

と、市スキー協会と夏油高原活性化タスクフォースが

企画したものです。

第36回北上市民劇場

スキースポーツ少年団がスキー交流
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キャラクターが大集合！

　東北観光博スペシャルinPALは２月24日、江釣子
ショッピングセンター・パルで行われました。

　同イベントは、今月末で終了する｢東北観光博｣への

支援に感謝の意を込め開催。北上・西和賀の観光キャ

ラクターなどとの握手会や鬼剣舞公演のほか、旅の駅

物産品が当たる抽選会などが行われました。同観光博

は東北地方の観光振興を目的に、東北地区を博覧会場

に見立て各ゾーンに旅の駅や旅のサロンを設置し、地

域観光案内などさまざまな取り組みを行っています。

東北観光博スペシャルinPAL
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百歳これからもお元気で

　北上地区消防組合は２月26日、早期通報、胸骨圧
迫、ＡＥＤによる心肺蘇生法救助を行った髙橋剛さん

(竪川目)、髙橋一彦さん(竪川目)、髙橋孝明さん(竪川

目)に対し、消防業務一般協力者として感謝状を贈り

ました。３人は地区行事でのソフトバレーボールの休

憩中に意識を失って倒れた患者に気付き即座に119番
通報。ＡＥＤと心臓マッサージを行い、救急隊へと引

き継ぎました。剛さんたちは｢救命講習を生かし人の

命を助けることができて良かった｣と話していました。

　和賀町横川目にお住まいの菊池ハヤさんが百歳を迎

え２月20日、自宅に髙橋市長が訪問し祝い状と記念
品を贈りました。ハヤさんは大正２年２月20日生ま
れ。20歳で故喜兵衛さんと結婚し、子２人をもうけ、
孫３人、ひ孫８人、やしゃご１人に恵まれています。

　手先が器用で編み物や折り紙が趣味。週２回のディ

サービスでは、広告で作ったゴミ箱を仲間に配るなど

みんなの人気者です。長女のスズ子さんは｢ケガのな

いように長生きして欲しい｣と話していました。

消防業務一般協力者表彰

菊池ハヤさん
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地域の文化財保護に貢献

　春田打保存会の文部科学大臣表彰受賞記念公演は２

月24日、江釣子地区交流センターで行われました。
　この公演は、地域文化の振興に功績のあった個人や

団体を表彰する地域文化功労者表彰の文化財保護分野

で、春田打保存会が受賞した記念に行われたもので

す。春田打は｢田打ち｣｢種まき｣｢田掻き｣｢田植え｣｢稲

刈り｣｢お田の神｣の順に演じられ、前かがみになり扇

で顔を隠し後ずさりの出が特徴。田遊びの芸能の一形

態としては、県内では唯一のものです。

文部科学大臣表彰受賞記念公演

適切な応急処置で人命救助


